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１．概要
　当科の診療内容は、糖尿病と各種内分泌・代謝疾患である。日本糖尿病療養指導士 12 人他の協力で、
糖尿病教育入院の他、療養指導外来、フットケア外来、糖尿病透析予防指導外来を設置している。通常
のインスリンポンプ療法（CSII）に加え、SAP（Sensor－Augmented Pump）療法（持続皮下グルコ
ースモニター付き CSII）が増加しつつあり、約半数が SAP 療法となっている。年末には新しく保険収
載された 2 週間連続で血糖値を記録できる個人用の Flash Glucose Monitoring を 1 型糖尿病患者を中
心に運用開始し、好評を得ている。
　日本糖尿病協会の支部として友の会があり、11 月の全国糖尿病週間に合わせて講演会を行った。ま
た院内での啓発活動として、昨年に引き続きアトリウムでのミニ糖尿病教室とポイントラリー形式の参
加型展示を行った。
　各種内分泌疾患に対しては各種負荷試験、画像診断を元に正確な診断を行い、一般外科、泌尿器科、
移植外科、脳神経外科、放射線科等との密接な連携の元に治療を行っている。放射線科には原発性アル
ドステロン症に対する選択的副腎静脈サンプリングも依頼している。
　人事面では 4 月に奥地剛之医長が着任し、代わって 6 月末で長谷川義高医師が退職した。

　（部長　山守　育雄）

糖尿病・内分泌内科

２．新規登録疾患
総数：1,144件

甲状腺中毒症［甲状腺機能
亢進症］107件（9.4%）

インスリン非依存性糖尿病
 376件（32.9%）

非中毒性甲状腺腫 169件（14.8%）

リポたんぱく代謝障害及びその他の
脂（質）血症 61件（5.3%）

甲状腺機能低下症 46件
 （4.0%）

内分泌腺の性状不詳又は不明
の新生物 32件（2.8%）

その他 143件（12.5%）

甲状腺炎 76件（6.6%）

二次性糖尿病 61件（5.3%）

妊娠中の糖尿病 37件（3.2%）

インスリン依存性糖尿病
 36件（3.1%）
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３．活動報告
　⑴　患者状況
　　　　年間外来患者数 19,987人 年間外来新患者数 1,080人
　　　　年間入院患者数 3,230人 年間入院新患者数 279人

　⑵　疾患別頻度

2型糖尿病 2,714件（38.5％）

脂質異常症 888件（12.6％）

バセドウ病 657件（9.3％）

甲状腺機能低下症 293件（4.2％）

結節性甲状腺腫 673件（9.5％）

その他 863件（12.2％）下垂体機能低下症 116件（1.6％）

高尿酸血症 166件（2.4％）

1型糖尿病 191件（2.7％）

内分泌腺の新生物 210件（3.0％）

橋本病 277件（3.9％）

総数：7,048件

疾　患　名 主となるICD－10病名 件数（件） ICD－10

インスリン非依存性糖尿病 インスリン非依存性糖尿病 286 E11
インスリン非依存性糖尿病，多発合併症を伴うもの 44 E117

非中毒性甲状腺腫 非中毒性甲状腺腫，詳細不明 148 E049
非中毒性単発性甲状腺結節 20 E041

甲状腺中毒症［甲状腺機能亢進症］ びまん性甲状腺腫を伴う甲状腺中毒症 89 E050
甲状腺中毒症，詳細不明 16 E059

甲状腺炎 自己免疫性甲状腺炎 67 E063

二次性糖尿病 詳細不明の糖尿病 49 E14

リポたんぱく代謝障害及びその他
の脂（質）血症 高脂（質）血症，詳細不明 55 E785

甲状腺機能低下症 甲状腺機能低下症，詳細不明 45 E039

妊娠中の糖尿病 妊娠中に発生した糖尿病 36 O244

インスリン依存性糖尿病 インスリン依存性糖尿病 26 E10

内分泌腺の性状不詳又は不明の新
生物

内分泌腺の性状不詳又は不明の新生物，副腎 19 D441
内分泌腺の性状不詳又は不明の新生物，甲状腺 12 D440



学会発表（医局）
＜糖尿病・内分泌内科＞

№ 演　　題　　名 区分 氏名 学会・研究会名 開催地 発表年月日 医師
区分

1

糖尿病診療におけるリスク
マネージメント 糖尿病患
者の重症低血糖を減らすた
めの取り組みの現状と今後
の課題

筆頭演者 山守　育雄 第60回日本糖尿病学会
年次学術集会 名古屋市 2017/5/19



研究会発表（医局）
＜糖尿病・内分泌内科＞

№ 演　　題　　名 区分 氏名 学会・研究会名 開催地 発表年月日 医師
区分

1 血糖自己測定の基礎と要点 筆頭演者 山守　育雄 東三学術講演会 豊橋市 2017/3/29

2 シックデイの管理の基本 筆頭演者 山守　育雄 東三学術講演会 豊橋市 2017/5/31

3 認知症合併高齢糖尿病の管理例 筆頭演者 山守　育雄 東三学術講演会 豊橋市 2017/11/29



座長・司会（医局）
＜糖尿病・内分泌内科＞

№ 座長・司会 演題名 座長名 学会・研究会名 開催地 発表年月日 医師
区分

1 座長 内分泌性高血圧を診療する
際に気を付けること 山守　育雄 第66回東三河内分泌疾

患談話会 豊橋市 2017/5/13

2 座長
基礎インスリン製剤と併用
するGLP-1受容体作動薬
～Lixisenatideの特徴をい
かす～

山守　育雄 豊橋内科医会研修会 豊橋市 2017/6/22

3 座長
Weekly DPP-4阻害薬は患
者と医師にとってWin-Win
な治療選択肢である

山守　育雄 愛知インクレチン研究
会 豊橋市 2017/10/11

4 座長
糖尿病性腎症重症化予防に
おける埼玉県の取組と治療
中断を防ぐための薬剤選択

山守　育雄 第4回Diabetes Forum 
in東三河 豊橋市 2017/11/13



講　　演（医局）
＜糖尿病・内分泌内科＞

№ 演　　題　　名 演者名 学会・研究会名 開催地 発表年月日 医師
区分

1 知っておきたい糖尿病のあんなこと、こんなこと 山守　育雄 糖尿病市民公開講座 豊橋市 2017/2/11

2 低血糖から患者を守る－安全な糖尿病治療を目指して－ 山守　育雄 清洲会議～春の陣～ 清須市 2017/5/27

3 高齢の糖尿病患者をどう支えるか 山守　育雄 東三河北部医療圏多職種研修
会講演会 新城市 2017/10/28



論文・著書 ( 医局）
＜糖尿病・内分泌内科＞

№ 題　　　　名 区分 氏名 雑　　　誌　　　名 医師
区分

雄育　守山者著同共患疾腺状甲1 総合診療専門医マニュアル. 
2017; 383-385.

2 昆布水の過剰摂取によってヨード誘発
性甲状腺機能亢進症を呈した1例 共同著者 山守　育雄 日病態栄会誌. 2017; 223-228.




